
 

 

 

 

 

 

 

 

原発輸出戦略が全面的に破産する中、政府は｢放射能は安全で

す｣、「福島は何の健康被害もありません」と、必死でウソ宣伝を

展開しています。その最たるものが、復興大臣の指示により昨年

秋に改訂された文科省の｢放射線副読本｣です。 

全国の国公立小学校～高校の児童生徒が、”放射線を心配する

必要はない”など放射能への警戒を解除する教育を受けています。 

福島原発事故前から活動されてきた「原子力教育を考える会」

の根岸富男さんに、放射線副読本の問題点と、目指す原子力教育

についてお話しいただきます。 

放射線被ばくを学習する会 http://anti-hibaku.cocolog-nifty.com/ 

 

第 48回 被ばく学習会 

3 月 10 日（日）１時 15 分開場 １時 30 分～4 時 45 分 

資料代：1,000 円 要予約：https://goo.gl/3qMwpJ 電話予約：090-3577-4844 

 

懇親会：学習会終了後、近くで懇親会を開きます（２時間、2000 円程度）。 

3.10 被ばく学習会 
ここが問題だ！ 放射線副読本 
～私たちの目指す放射線教育～ 

講演：根岸富男さん（原子力教育を考える会） 

振津かつみさん（              ） 

    ） 
 
 

文京区 

男女平等センター 

研修室Ｂ 

 

●地下鉄丸の内線、大江戸線 

「本郷三丁目」駅５分、 

●都営地下鉄「春日」駅７分 

●文京区本郷 4-8-3  

本郷真砂（まさご）アーバ

ンハイツ１階 

 

予約→ 

http://anti-hibaku.cocolog-nifty.com/
https://goo.gl/3qMwpJ


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●復興大臣指示で、子どもたちに”放射能は安全”と教える放射線副読本 

昨年夏まで国公立の小中高校で使われてきた左図の「放射線副読本」は、批判を受けて

福島原発事故による住民の被害もそれなりに伝えるものでした。ところが一昨年末、復興

庁主導の「タスクフォース」で「風評払拭・リスクコミュニケ－ション強化戦略」が決定

され、ウソ宣伝の『放射線のホント』発行とともに、「放射線副読本」も『放射線のホント』

に合わせて書き換えるよう、復興大臣が指示しました。「復興第一」色濃厚の改訂です。 

●”放射能は身の回りにあり、怖くない”と警戒心を解除 

「副読本」はまず、身の回りに飛んでいる放射線を霧箱で見せ、「放射線はゼロにできな

い」、「放射線は役に立つ」と教えます。放射線はどんなに低線量でも遺伝子を壊し、がん

などの健康影響を生じる可能性があること、できるだけ被ばくをさけることなど、警戒心

を持たせるのではなく、警戒心をゆるめる恐ろしい教育をしています。 

●「日本の（食品）基準は、世界で最も厳しいレベル」と教えるトリック！ 

左図の放射能基準値比較で日

本は事故翌年からの「平常時」の

基準値なのに、外国の値は緊急

時のもの。同じ状況で値を比べ

なければいけないのに、ちがう

状況の値を比べて日本の基準を

厳しく見せるトリックです。 

あれから 8 年・・・放射能は いま No.12 2019.2 

子どもを放射能にさらす 
放射線副読本 

放射線被ばくを学習する会  http://anti-hibaku.cocolog-nifty.com/ 

 

 復興大臣指示 2017.12.12 

「関係府省庁は、本戦略に基

づき、風評払拭に政府一体と

なって取り組むとともに、よ

り効果的な施策を実施してい

ただきたい。 

本戦略に基づいて、パンフレ

ット、放射線副読本等の見直

しを行うとともに・・・」 

改 訂 

http://anti-hibaku.cocolog-nifty.com/

